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2007.11.14

～2008.11.18

更
新

の
講
義
内
容

言
語
文
化
「
東
ア
ジ
ア
漢
文
文
化
圏
」

09

―
そ
の
５

タ
イ
と
日
本
―

タ
イ
は
、
人
と
人
の
繋
が
り
を
何
よ
り
も
大
切
し
て
い
る
国
で
す
。
こ
の
タ
イ
と
日
本
人
が
お
つ
き
あ
い
を
は
じ
め

て
六
〇
〇
年
と
い
う
長
い
交
流
の
月
日
が
あ
る
と
云
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
実
際
、
明
治
二
十
年(

一
八
八
七)

九
月
二
六

日
の
日
タ
イ
修
好
宣
言(

「
日
暹(

に
ち
せ
ん)

修
好
通
商
に
関
す
る
宣
言
」)

か
ら
来
年
二
〇
〇
八
年
で
一
二
〇
年
と
な

り
ま
す
。
日
タ
イ
修
好
百
二
十
周
年
の
年

在
日
タ
イ
王
国
大
使
館

http://w
w

w
.thaiem

bassy.jp/index.htm

）

http://w
w

w
.thai-japan120.com

/study/000018.htm
l

日
秦
寺

http://w
w

w
.m

ofa.go.jp/m
ofaj/area/thailand/jpth120/know

ledge/tem
ple.htm

l
(

ニ
ツ
タ
イ
ジ)

…
一
九
〇
〇
年
に
シ
ャ
ム(
現
在
の
タ
イ)

国
王
か
ら
贈
ら
れ
た
「
仏
舎
利
」
、
つ
ま
り
釈
迦
の
遺
骨

を
奉
安
す
る
た
め
に
一
九
〇
四
年
に
創
建
さ
れ
、
「
日
本
と
タ
イ
の
寺
院
」
と
い
う
意
味
で
こ
の
寺
院
を
「
日
泰
寺
」

と
名
付
け
て
い
ま
す
。
御
本
尊
は
こ
の
御
真
骨
と
、
同
じ
く
シ
ャ
ム
国
王
か
ら
贈
ら
れ
た
釈
尊
金
銅
仏
で
あ
り
、
御
真

骨
を
安
置
す
る
「
奉
安
塔
」
は
一
九
一
八
年
に
。
釈
尊
金
銅
仏
を
安
置
す
る
新
し
い
本
堂
は
一
九
八
四
年
に
そ
れ
ぞ
れ

完
成
し
ま
し
た
。
こ
の
日
泰
寺
は
、
仏
教
徒
に
と
っ
て
最
も
価
値
の
あ
る
真
の
「
仏
舎
利
」
を
奉
安
し
て
い
る
こ
と
か

ら
も
い
ず
れ
の
宗
派
に
も
属
さ
な
い
日
本
で
唯
一
の
超
宗
派
寺
院
で
あ
り
、
十
九
宗
派
の
管
長
が
輪
番
制
に
よ
っ
て
三

年
交
代
で
住
職
を
務
め
て
い
る
特
異
な
寺
院
な
の
で
す
。

※
タ
イ
王
国
の
歴
史

http://w
w

w
.thaism

ile.jp/index3.htm
l
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※
リ
ゴ
ー
ル
太
守
の
名
は
オ
ー
ク
・
ヤ
ー
・
セ
ー
ナ
ー
・
ピ
ム
ッ
ク
。

日
本
名
、
「
山
田
長
政
」

http://w
w

w
.m

ekong.ne.jp/database/person/yam
adanagam

asa/index.htm

や

ま

だ

な

が

ま

さ

※
タ
イ
映
画

http://w
w

w
.thaim

v.net/

「
ア
ン
ナ
と
王
様
」

http://w
w

w
.foxjapan.com

/m
ovies/anna/

タ
イ
国
王
・
ラ
ー
マ
四
世
（
在
位
：
一
八
五
一
年
～
一
八
六
八
年
）
と
さ
れ
る
。
王
は
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
ア
ン
ナ
・
レ
オ
ノ
ー
ウ

ェ
ン
ズ
女
史
（M

rs.A
nna

Leonow
ens

）
を
家
庭
教
師
に
招
き
入
れ
、
西
洋
の
教
育
を
子
弟
に
行
う
。

一
八
七
〇
年
に
「The

English
G

overness
at

the
Siam

ese
C

ourt

」
（
英
国
婦
人
家
庭
教
師
と
シ
ャ
ム
宮
廷
）
を
、
一
八
七
三
年
に
は

「Siam
ese

H
arem

Life

」
（
シ
ャ
ム
の
後
宮
生
活
）
を
著
し
た
。
両
書
を
元
に
、
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
ラ
ン
ド
ン
が
小
説
「A

nna
and

the

K
ing

of
Siam

」
（
ア
ン
ナ
と
シ
ャ
ム
王
）
を
創
作
。
こ
れ
が
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
王
様
と
私
」
や
映
画
「
ア
ン
ナ
と
王
様
」
の
原
作
と
な

っ
た
と
い
う
。
※
「
王
様
と
私
」
「
ア
ン
ナ
と
シ
ャ
ム
王
」
（

）
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
・
リ
メ
イ
ク
で
、
俳
優

・
ブ
リ
ン
ナ
ー
の
「
荒

46

Y

野
の
七
人
」
と
並
ぶ
代
表
作
。
王
子
や
王
女
の
教
育
係
と
し
て
、
シ
ャ
ム
王
の
宮
殿
に
や
っ
て
き
た
イ
ギ
リ
ス
人
女
性
ア
ン
ナ
が
、
封

建
的
で
前
時
代
的
な
王
宮
に
、
文
化
と
愛
情
を
も
た
ら
し
て
い
く
様
を
描
く
。
当
た
り
役
と
言
わ
れ
た
だ
け
に
、
ブ
リ
ン
ナ
ー
の
個
性

は
強
烈
で
、
対
す
る

D

・
カ
ー
も
上
品
な
美
し
さ
と
芯
の
強
さ
を
見
せ
つ
け
る
。

《
出
典:

フ
リ
ー
百
科
事
典
『
ウ
ィ
キ
ペ
デ

ィ
ア
（W

ikipedia

）
』
参
照
》

「
象
つ
か
い
」
→
「
星
に
な
っ
た
少
年
」

http://w
w

w
.apple.com

/jp/quicktim
e/trailers/toho/hoshi2_large.htm

l

家
族
想
い
の
小
川
哲
夢
は
、
両
親
の
不
和
や
い
じ
め
が
原
因
の
た
め
内
に
こ
も
り
が
ち
だ
っ
た
が
、
仔
ゾ
ウ
・
ラ
ン
デ
ィ
と
の
出

会
い
に
よ
り
心
を
開
き
、
日
本
人
初
の
象
使
い
を
目
指
し
タ
イ
へ
留
学
す
る
。
人
一
倍
の
努
力
に
よ
っ
て
人
種
を
超
え
た
友
情
と
ゾ
ウ

の
信
頼
を
得
た
哲
夢
は
青
年
へ
と
成
長
を
遂
げ
る
。
帰
国
し
、
象
使
い
と
し
て
活
躍
し
始
め
る
哲
夢
は
・
・
・
。
実
話
か
ら
生
ま
れ
た
、
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感
動
の
大
作
。
（
原
作/

坂
本
小
百
合
「
ち
び
象
ラ
ン
デ
ィ
と
星
に
な
っ
た
少
年
」
（
文
藝
春
秋
刊
）
）

※
タ
イ
の
古
典
音
楽

http://m
l2.naxos.jp/album

/76010-2
http://w

w
w

.thaiem
bassy.jp/culture/m

usic/index.htm
l

※
タ
イ
の
子
ど
も
絵
本

http://w
w

w
.geocities.jp/thainokodom

onohon/index.htm
l

※
タ
イ
国
チ
ェ
ン
マ
イ
の
日
本
語
フ
リ
ー
コ
ピ
ー
誌
、
「
ラ
ン
ナ
ー
エ
ク
ス
プ
ロ
ー
ラ
ー
」http://lannaexplorer.com

/

※
タ
イ
国
立
図
書
館

http://w
w

w
.thai-japan120.com

/study/000018.htm
l

※
タ
イ
国
立
博
物
館

http://w
w

w
.thailandm

useum
.com

/Index.htm

※
タ
イ
の
地
元
新
聞
を
読
む

http://thaina.seesaa.net/

※
［PD

F

］
タ
イ
に
お
け
る
日
本
語
教
育
活
動
の
概
況
？

http://w
w

w
soc.nii.ac.jp/nkg/database/2002chosa/02chosa-09f.pdf

※
修
学
旅
行
で
異
文
化
体
験

http://w
w

w
.thailandtravel.or.jp/study/index.htm

l

中
学
２
年
生
総
合
学
習
の
実
践
報
告

http://w
w

w
.kyokyo-u.ac.jp/K

Y
O

C
H

U
/sougaku/2grade55hom

e.htm
l

ア
ク
シ
ョ
ン
リ
サ
ー
チ

タ
イ1

http://w
w

w
2.rikkyo.ac.jp/w

eb/htanaka/02/A
-Thai01.htm

l
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※
女
性
向
け
の
タ
イ
情
報
「
パ
イ
タ
イ
」http://w

w
w

.paithailand.com
/

※
小
泉
順
子
著
『
歴
史
叙
述
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
―
タ
イ
近
代
史
批
判
序
説
』
東
京
大
学
出
版
会

(2006-02-27

出

版)

ナ
コ
ー
ン
シ
ー
タ
マ
ラ
ー
ト

ナ
コ
ー
ン
シ
ー
タ
マ
ラ
ー
ト
が
リ
ゴ
ー
ル
と
呼
ば
れ
て
い
た
ア
ユ
タ
ヤ
王
朝
時
代
、
リ
ゴ
ー
ル
の
太
守
が
こ
の
地
で

静
か
に
人
生
を
終
え
た
。
そ
の
リ
ゴ
ー
ル
太
守
の
名
は
オ
ー
ク
・
ヤ
ー
・
セ
ー
ナ
ー
・
ピ
ム
ッ
ク
。
日
本
名
、
山
田
長

政
で
あ
る
。

リ
ゴ
ー
ル
は
、
パ
タ
ニ
王
国
な
ど
南
部
の
マ
レ
ー
系
王
朝
と
の
最
前
線
基
地
で
も
あ
り
、
町
の
周
辺
に
城
壁
を
め
ぐ

ら
せ
た
要
塞
都
市
で
も
あ
っ
た
。
城
壁
は
当
初
は
、
木
の
柵
程
度
の
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
後
に
レ
ン
ガ
で
都
市

を
囲
っ
た
。
現
在
で
も
そ
の
レ
ン
ガ
造
り
の
城
壁
跡
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
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山
田
長
政
は
、
一
五
九
〇
年
に
尾
張
で
生
ま

れ
た
が
、
父
が
早
逝
し
、
母
は
実
家
の
駿
河
国

安
倍
郡
藁
科
村
の
寺
尾
家
に
戻
っ
た
。
長
政
が

三
歳
の
と
き
、
母
は
伊
勢
神
宮
の
御
子
（
お
札

を
旅
を
し
な
が
ら
配
っ
て
歩
く
下
級
神
官
）
で
、

浅
間
神
社
近
く
の
馬
場
町
で
染
工
（
紺
屋
）
を

営
ん
で
い
た
山
田
九
平
次
の
養
子
で
あ
っ
た
久

左
衛
門
友
昭
と
再
婚
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

今
川
家
の
菩
提
寺
で
読
み
書
き
を
習
い
、
浅
間
神
社
前
、
宮
ヶ
崎
の
町
道
場
で
武
芸
に
励
ん
だ
が
、
そ
の
後
、
一
時
沼

津
藩
で
駕
篭
か
き
を
し
た
後
、
元
和
三
、
四
年
（
一
六
一
七
～
一
六
一
八
）
二
十
七
歳
頃
に
シ
ャ
ム
に
渡
る
た
め
駿
府

か
ら
台
湾
行
き
の
船
、
「
富
士
丸
」
に
乗
り
込
み
、
さ
ら
に
台
南
か
ら
シ
ャ
ム
行
き
の
便
船
を
待
ち
、
長
崎
の
豪
商
、

木
屋
弥
左
右
衛
門
の
御
朱
印
船
に
乗
り
込
み
、
ア
ユ
タ
ヤ
の
日
本
人
町
に
乗
り
込
ん
だ
と
思
わ
れ
る
。
国
外
へ
飛
び
出

し
た
動
機
は
、
駿
府
郊
外
で
殺
傷
事
件
を
起
こ
し
、
警
吏
に
追
わ
れ
て
い
た
た
め
と
も
と
の
説
も
あ
る
が
、
は
っ
き
り

し
た
と
こ
ろ
は
分
か
ら
な
い
。
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長
政
は
、
ア
ユ
タ
ヤ
郊
外
に
あ
っ
た
日
本
人
町
（
バ
ー
ン
イ
ー
プ
ン
）
の
発
展

と
軌
を
一
に
し
て
、
シ
ャ
ム
の
鹿
皮
、
鮫
皮
、
蘇
木
を
買
い
集
め
、
オ
ラ
ン
ダ
商

館
に
納
入
す
る
仲
買
商
人
と
し
て
、
ま
た
日
本
、
交
趾
（
ベ
ト
ナ
ム
）
、
バ
タ
ビ

ヤ
（
ジ
ャ
カ
ル
タ
）
な
ど
と
の
交
易
で
莫
大
な
財
を
な
し
、
最
盛
期
に
三
千
人
を

越
え
た
と
い
わ
れ
る
日
本
人
町
の
首
領
と
な
っ
た
。

八
〇
〇
人
も
の
兵
を
率
い
、
各
地
の
反
乱
を
平
定
す
る
な
ど
、
日
本
人
傭
兵
隊

長
（
ク
ロ
ム
ア
ー
サ
ー
イ
ー
プ
）
と
し
て
も
活
躍
し
た
長
政
は
、
ソ
ン
グ
タ
ム
王

に
も
重
用
さ
れ
、
政
権
第
三
位
の
船
大
臣
（
チ
ャ
オ
プ
ラ
ヤ
ー
川
に
入
る
船
か
ら

税
を
取
る
権
利
を
有
す
る
重
職
）
を
務
め
、
一
六
二
九
年
ア
ユ
タ
ヤ
王
朝
の
「
オ

ー
ク
ヤ
ー
・
セ
ー
ナ
ー
ピ
ム
ッ
ク
」
（
最
高
位
の
貴
族
に
与
え
ら
れ
る
爵
位
）
に

ま
で
登
り
つ
め
た
。

ソ
ン
グ
タ
ム
王
の
死
後
、
チ
ェ
ー
タ
ー
テ
ィ
ラ
ー
と
シ
ー
ウ
ォ
ー
ラ
ウ
ォ
ン
（
後

の
プ
ラ
ー
サ
ー
ト
ト
ー
ン
）
の
王
位
争
い
が
始
ま
っ
た
。
長
政
は
ソ
ン
グ
タ
ム
王

の
遺
言
に
従
い
、
シ
ー
ウ
ォ
ー
ラ
ウ
ォ
ン
（
後
の
プ
ラ
ー
サ
ー
ト
ト
ー
ン
）
と
共
同
で
チ
ェ
ー
タ
ー
テ
ィ
ラ
ー
ト
を
王

に
立
て
た
こ
と
で
王
位
争
い
は
収
束
し
た
よ
う
に
見
え
た
。
と
こ
ろ
が
、
王
と
な
っ
た
チ
ェ
ー
タ
ー
テ
ィ
ラ
ー
ト
は
シ

ー
ウ
ォ
ー
ラ
ウ
ォ
ン
を
排
除
し
よ
う
と
動
き
出
す
。
こ
の
動
き
に
対
抗
し
、
チ
ェ
ー
タ
ー
テ
ィ
ラ
ー
ト
は
シ
ー
ウ
ォ
ー

ラ
ウ
ォ
ン
に
暗
殺
さ
れ
、
両
派
の
争
い
は
列
度
を
増
す
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
の
後
チ
ェ
ー
タ
ー
テ
ィ
ラ
ー
ト
の
弟
の
ア
ー
テ
ィ
ッ
タ
ヤ
ウ
ォ
ン
が
幼
帝
と
し
て
た
て
ら
れ
た
が
、
シ
ー
ウ
ォ
ー

ラ
ウ
ォ
ン
待
望
論
が
官
吏
を
中
心
に
盛
り
上
が
っ
た
。
こ
の
動
き
に
断
固
反
対
し
た
こ
と
が
長
政
に
と
っ
て
、
大
き
な

転
機
と
な
っ
た
。
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こ
の
対
立
に
目
を
つ
け
た
の
は
、
ア
ユ
タ
ヤ
貿
易
を
一
方
的
に
牛
耳
っ
て
い
た
日
本
人
と
対
立
関
係
に
あ
っ
た
華
僑

勢
力
で
あ
る
。
華
僑
グ
ル
ー
プ
は
シ
ー
ウ
ォ
ー
ラ
ウ
ォ
ン
待
望
論
に
傾
く
王
宮
を
支
持
し
、
長
政
は
支
持
基
盤
を
失
っ

た
。や

が
て
、
シ
ー
ウ
ォ
ー
ラ
ウ
ォ
ン
改
め
プ
ラ
ー
サ
ー
ト
・
ト
ー
ン
が
ア
ユ
タ
ヤ
王
朝27

代
目
の
王
と
し
て
そ
の
地

位
に
就
く
と
、
長
政
は
リ
ゴ
ー
ル
防
衛
の
た
め
と
い
う
名
目
で
太
守
と
し
て
リ
ゴ
ー
ル
に
赴
く
こ
と
と
な
っ
た
。
事
実

上
の
左
遷
で
あ
る
。

630

年
パ
タ
ニ
王
国
と
の
交
戦
の
後
、
長
政
は
前
リ
ゴ
ー
ル
長
官
の
弟
、
オ
プ
ラ
・
マ
リ
ッ
ト
に
よ
っ
て
脚
に
負
っ

た
傷
口
に
毒
入
り
軟
膏
を
塗
ら
れ
暗
殺
さ
れ
る
。
長
政
の
長
子
オ
ー
ク
ン
（
ク
ン
・
セ
ー
ナ
ー
ピ
ム
ッ
ク
）
が
リ
ゴ
ー

ル
太
守
を
継
承
す
る
が
、
そ
の
直
後
に
日
本
人
傭
兵
に
よ
っ
て
殺
害
さ
れ
る
。
プ
ラ
ー
サ
ー
ト
ト
ー
ン
王
の
動
き
は
早

か
っ
た
。
長
政
の
死
と
同
じ
年
、
日
本
人
は
反
乱
の
可
能
性
が
あ
る
と
し
て
、
シ
ャ
イ
フ
・
ア
フ
マ
ド
ら
を
率
い
る
ア

ラ
ビ
ア
人
、
タ
イ
族
、
華
僑
か
ら
な
る
兵
に
よ
っ
て
ア
ユ
タ
ヤ
日
本
人
町
は
焼
き
討
ち
さ
れ
た
。1629

年
に
は
、
お

得
意
さ
ま
で
あ
っ
た
ア
ユ
タ
ヤ
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
が
閉
鎖
、
日
本
―
シ
ャ
ム
貿
易
か
ら
撤
退
し
て
お
り
、
ま
た
江
戸
幕

府
の
鎖
国
政
策
も
あ
り
、
ア
ユ
タ
ヤ
の
日
本
人
町
が
以
前
の
栄
光
を
取
り
戻
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。
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※
長
政
の
死
か
ら370

年
た
っ
た2001

年
、
地
元
で
日
本
庭
園
と
呼
ば
れ
て
い
る
美
し

い
公
園
の
一
角
に
碑
が
建
て
ら
れ
た
。
そ
こ
に
あ
る
碑
文
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

碑
文
に
向
か
う
石
段
の
右
端
に
は
、
ナ
コ
ー
ン
シ
ー
タ
マ
ラ
ー
ト
市
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
刻
み
込
ま
れ
て
い
る
。
そ

の
内
容
は
以
下
の
通
り
。
（
右
上
の
写
真
）

「
タ
イ
南
部
ナ
コ
ー
シ
ー
タ
マ
ラ
ー
ト
県
」

「
山
田
長
政
こ
の
地
に
眠
る
」
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日
本
国
前
首
相

森
喜
朗

直
筆

平
成
十
三
年
八
月
二
十
四
日
、
タ
イ
南
部
ナ
コ
ー
ン
シ
ー
タ
マ
ラ
ー
ト
県
に
て
、
日
本
側
か
ら
在
タ
イ
日
本
国
大
使
、

盤
谷
日
本
商
工
会
議
所
会
長
、
日
本
人
会
会
長
の
ほ
か
日
系
企
業
の
代
表
ら
の
ご
参
列
を
い
た
だ
き
、
山
田
長
政
記
念

塔
の
除
幕
式
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

正
法
の
都
と
い
う
意
味
を
も
つ
ナ
コ
ー
ン
シ
ー
タ
マ
ラ
ー
ト
は
静
岡
県
出
身
小
山
田
長
政
が
寛
永
七
年(

一
六
三
〇

年)

に
没
し
た
地
で
す
。

こ
の
記
念
塔
は
、
森
前
首
相
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
ま
た
同
県
商
工
会
議
所
が
中
心
と
な
っ
て
寄
付
金
を
募
り
完

成
し
ま
し
た
。
記
念
塔
は
、
同
県
内
の
春
日
文
化
交
流
公
園
内
（
通
称
、
ト
ウ
タ
ラ
ー
ト
公
園
）
に
建
て
ら
れ
て
い
ま

す
。
記
念
塔
の
高
さ
は
三
メ
ー
ト
ル
、
筆
毫
『
山
田
長
政
こ
の
地
に
眠
る
』
は
森
喜
朗
前
首
相
の
直
筆
で
す
。
公
園
内

に
は
、
タ
イ
と
日
本
友
好
の
証
と
し
て
、
ご
来
賓
の
手
に
よ
っ
て
県
木
で
あ
る
ユ
ー
カ
リ
の
木
が
記
念
植
樹
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

山
田
長
政
（
駿
河
国
、
今
の
静
岡
県
に
生
ま
れ
、
山
田
仁
左
衛
門
と
い
う
。
）
は
、
タ
イ
・
ア
ユ
タ
ヤ
王
朝
の
傭
兵

隊
長
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。
当
時
、
ナ
コ
ー
シ
ー
タ
マ
ラ
ー
ト
県
は
、
ア
ユ
タ
ヤ
王
朝
の
最
南
端
の
地
で
あ
り
、
古

代
か
ら
貿
易
の
盛
ん
な
所
で
し
た
。
仏
教
が
伝
来
し
た
地
と
し
て
は
特
に
有
名
で
、
タ
イ
を
代
表
す
る
深
い
歴
史
あ
る

国
宝
級
の
品
々
や
名
所
が
今
で
も
多
く
残
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
こ
は
、
タ
イ
族
最
古
の
王
朝
で
あ
っ
た
ス
コ
ー
タ
イ
王

朝
の
成
立
以
前
か
ら
存
在
し
て
い
た
東
南
ア
ジ
ア
屈
指
の
古
都
と
も
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
歴
史
を
紐
解
く
と
、
山
田

長
政
は
権
力
の
あ
っ
た
人
物
だ
け
に
、
山
田
長
政
像
に
つ
い
て
記
録
し
た
古
典
が
多
く
残
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
地
は
太
平
洋
戦
争
で
多
く
の
対
の
兵
士
も
な
く
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
歴
史
上
悲
し
い
傷
跡
の

多
い
場
所
で
も
あ
り
ま
し
た
。

新
し
い
世
代
、
過
去
の
経
緯
を
あ
ま
り
知
ら
な
い
若
者
が
多
く
な
っ
た
今
日
、
永
遠
な
る
タ
イ
南
部
ナ
コ
ー
ン
シ
ー
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タ
マ
ラ
ー
ト
と
日
本
の
平
和
と
友
好
を
誓
い
、
相
互
の
理
解
で
こ
れ
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
私
た
ち
に
与
え
ら
れ
た

使
命
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ナ
コ
ー
ン
シ
ー
タ
マ
ラ
ー
ト
県
は
、
バ
ン
コ
ク
か
ら
や
く
八
〇
〇
㎞
南
、
バ
ン
コ
ク
か
ら
飛
行
機
で
約
一
時
間
の
距

離
に
あ
り
ま
す
。

お
か
げ
さ
ま
で
、
最
近
で
は
多
く
の
日
本
の
方
々
に
ご
来
県
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
自
然
に
囲
ま
れ
た
き
れ
い
な

海
、
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
、
美
味
し
い
果
物
、
タ
イ
を
代
表
す
る
ヤ
ン
パ
リ
オ
籠
や
影
絵
芝
居
な
ど
が
自
慢
で
す
。

皆
様
の
お
越
し
を
心
よ
り
お
待
ち
致
し
て
お
り
ま
す
。
尚
、
市
役
所
で
は
、
ナ
コ
ー
ン
シ
ー
タ
マ
ラ
ー
ト
の
日
本
語

観
光
案
内
書
を
ご
用
意
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
是
非
、
お
立
ち
よ
り
下
さ
い
ま
せ
。

平
成
十
六
年
六
月

ナ
コ
ー
ン
シ
ー
タ
マ
ラ
ー
ト
市
長

ソ
ム
ヌ
ッ
ク
・
ケ
チ
ャ
ラ
ッ
ト

※
碑
の
左
側
に
タ
イ
語
、
右
側
に
日
本
語
で
、
そ
の
由
来
が
書
き
記
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、

そ
の
全
文
で
あ
る
。

「
山
田
長
政
の
碑
建
立
に
つ
い
て
」

ア
ユ
タ
ヤ
は
一
三
五
〇
年
か
ら
一
七
六
七
年
の
四
一
七
年
間
シ
ャ
ム
（
タ
イ
王

国
）
の
首
都
で
あ
っ
た
。

日
本
と
の
交
易
も
盛
ん
で
朱
印
船
も
多
く
日
本
人
町
も
あ
り
、
全
盛
期
三
千
人

の
日
本
人
が
居
た
と
云
う
。

山
田
長
政
は
（
駿
河
・
今
の
静
岡
県
の
出
身
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
）
日
本
人
町

の
首
領
と
な
り
活
躍
の
後
に
リ
ゴ
ー
ル
（
今
の
ナ
コ
ー
ン
シ
ー
タ
マ
ラ
ー
ト
）
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の
太
守
と
な
り
寛
永
七
年
（
一
六
三
〇
）
こ
の
地
で
客
死
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
山
田
長
政
に
つ
い
て
は
諸
説
が

あ
る
が
、
日
本
と
の
友
好
を
願
う
タ
イ
の
人
た
ち
の
暖
か
い
気
持
ち
と
広
い
心
で
こ
こ
終
焉
の
地
に
記
念
碑
が
建
立
さ

れ
た
。

こ
の
日
は
新
し
い
世
紀
を
迎
え
、
両
国
の
友
好
親
善
が
さ
ら
に
深
ま
る
こ
と
を
願
い
建
立
さ
れ
た
こ
と
を
日
本
の
多
く

の
人
た
ち
に
伝
え
た
い
。

平
成
十
三
年
（
二
〇
〇
一
）
八
月
二
十
四
日

日
本
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
付
団
体

石
川
県
タ
イ
友
好
協
会

会
長
前
田
勝
紀

※
森
喜
朗
氏
は
、
平
成
十
二
年
か
ら
十
三
年
日
本
国
総
理
大
臣

《
「
イ
ッ
テ
ミ
タ
」
か
ら
載
録
》


